
令和８年５月２６日
国土交通省千曲川河川事務所

千 曲 市

平和橋遊水地整備 及び 代団地周辺の浸水対策 に関する説明会

これまでの経緯

及び

八幡代団地周辺の浸水対策について
・令和元年東日本台風による洪水時

・近年（令和５年８月等）の集中豪雨時

資料－１



これまでの経緯

平和橋遊水地の概要、八幡代団地の浸水対策案
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平和橋遊水地整備・八幡代団地浸水対応 これまでの経緯（地元説明会開催年月等）

◼ 平和橋遊水地の整備、八幡代団地の浸水への対応については、令和２年２月に初めて地元の皆様への説明会を開催し、
遊水地の事業計画、及び八幡代団地の浸水対策案の検討を行ってまいりました。

◼ 令和６年度下半期から７年度上半期にかけて、事業期間の変更に関する検討を行いました。
◼ 令和７年度は、八幡代団地浸水対応について、市と連携し、浸水要因の詳細な分析と対応の方向性の検討を行ってま

いりました。

（令和２～５年度）
令和２年 ２月 ２６日 地元説明会（八幡区 遊水地計画）
令和２年１２月 22･24日  地元説明会（八幡地区 遊水地事業・緊プロ概要説明・平和橋計画地説明）
令和３年 ３月 ２５日 地元説明会（八幡代団地 遊水地事業・緊プロ概要説明・イメージパース堤示）
令和３年１１月 16･18日  地元説明会（地権者説明 施設説明・アンケート結果報告・用地買収方式）
令和４年 ８月 ３０日 地元説明会（八幡代団地 浸水対策案の堤示、測量・地質調査・幅杭測量告知）
令和４年 ９月 ６･８日 地元説明会（地権者説明 浸水対策案の堤示、測量・地質調査・幅杭測量告知）
令和４年１１月 ４日 合同現地調査（洪水時の浸水位を確認）
令和５年 ２月 ２２日 地元説明会（地権者説明 設計概要説明、浸水対策案の説明、

用地の進め方の説明（現地調査・算定・調書確認・個別説明等）
令和５年 ７月 ７日 地元説明会（八幡代団地 浸水対策案説明）
令和６年 ３月 ２７日 地元説明会（八幡代団地 浸水対策案詳細説明）

（令和６～７年度）
令和６年 ６月 ９日 現地説明 （八幡代団地 浸水対策案現地確認・説明）
令和６年度下半期～令和７年度上半期 下記の検討を実施

・信濃川水系緊急治水対策プロジェクトの事業期間変更に関する検討
→ これまでの事業進捗状況を踏まえた、事業期間、事業完了時期について国・県・市が連携して検討を実施。

令和７年度上半期～下半期
・代団地浸水への対応について、浸水要因の詳細な分析と対応の方向性の検討を市と連携して実施。

令和７年１０月 ２日 事業期間変更の公表（流域治水協議会）
令和７年１２月 ２３日 関係市議・地元役員の皆様へご説明 （事業期間の変更、今後の整備スケジュール等）
令和８年 ３月25･27日 関係市議・地元役員の皆様へご説明 （現時点までの検討状況・今後の予定等）

令和４年８月 地元説明会

令和６年３月 地元説明会



断面図（周囲堤）

平面図

平和橋遊水地の整備 平和橋遊水地の概要
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◼ 平和橋遊水地では、遊水地に貯留した洪水を排水するための排水樋門の整備を行い、囲繞堤（いぎょうてい）となる
千曲川の堤防と周囲堤の整備により遊水地としての器を確保するとともに、堤防を部分的に切り下げ洪水を取り込む
ための越流堤の整備を行います。

断面図（越流堤）

はいすいひもん

排水樋門

■遊水地概要

事業面積 約10ha

貯水容量 約23万㎥

遊水地H.W.L 7.0m

遊水地H.W.L

7.0m



八幡代団地 浸水対策（案） 全体平面図

⚫ 代団地への浸水対策として、盛土、擁壁により四方を取り囲む
⚫ 盛土、擁壁の高さは、令和元年東日本台風洪水時の代団地内の浸水高さ（立ち会い調査の結果、最も高い痕跡高）
より設定する

遊水地

調
節
池

遊
水
地
周
囲
堤

※図面は、測量調査、地元調整などにより、今後
変更となる可能性があります。4
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R6.3.27地元説明会の配布資料より



八幡代団地 浸水対策（案） 対策イメージ
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R6.3.27地元説明会の配布資料より



八幡代団地周辺の浸水対策について

～令和元年東日本台風による洪水時～
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八王子雨量観測所

平和橋遊水地計画地
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①令和元年10月洪水による浸水要因の分析 八幡代団地周辺の降雨状況

◼ 令和元年10月洪水時の八幡代団地周辺の降雨状況は、10/12・1時～23時に降雨が観測され、この間の
時間最大雨量は10/12・15時に17mm/hを観測しました。

◼ 過去（分譲開始～現在まで）の降雨状況を確認したところ、令和元年10月降雨の日降雨量は平成14年
と並んで八幡代団地分譲以降最大を記録しましたが、年最大時間雨量、年最大３時間雨量は、令和元
年10月を上回る降雨が度々発生していました。

※八幡代団地の分譲開始時期 １期；H6（1994）年度、２期；H9（1997）年度

図３ 団地建設以降の年最大時間降水量

図４ 団地建設以降の年最大3時間降水量

図１ 降雨量の時刻変化（八王子雨量観測所）
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図２ 団地建設以降の年最大日降水量
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①令和元年10月洪水による浸水要因の分析 八幡代団地周辺の降雨状況と千曲川水位との関係

◼ 代団地分譲時期～現在までの八王子雨量観測所の年最大時間雨量、年最大３時間雨量と同時刻の千曲
川の水位（杭瀬下水位観測所）を確認したところ、令和元年10月の千曲川水位は突出していましたが、
令和元年10月の最大時間雨量、最大３時間雨量は、突出した降雨量ではありませんでした。

◼ また、令和元年１０月洪水時、八王子雨量観測所の雨量と杭瀬下水位観測所の水位を確認したところ、
降雨のピークと水位のピークに時間差（約７時間）がありました。

図 ５ 年間最大時間降雨量と杭瀬下水位の関係

図 ６ 年最大３時間降水量と杭瀬下水位の関係
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図 ７ 令和元年東日本台風の時間降雨量（八王子雨量観測所）

八王子降雨量ピーク
15:00 17mm/hr

杭瀬下水位ピーク
21:50 T.P.362.4m※

時間差 約７時間

A.杭瀬下観測所T.P.標：355.920m

B.10/12最高水位6.40m

A.355.92+B.6.40=362.32m≒362.4m

八王子雨量観測所
年最大時間雨量に対する千曲川の水位
R1.10.12のみ突出。団地内浸水実績あり

八王子雨量観測所
年最大３時間雨量に対する千曲川
の水位 R1.10.12のみ突出
団地内浸水実績あり
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①令和元年10月洪水による浸水要因の分析 千曲川の洪水痕跡水位（平和橋下流付近）

◼ 千曲川河川事務所では、令和元年10月洪水直後に、洪水の最高水位がどこまで上昇したかについて、
現地で確認するため、河川管理上設定している距離標（約５００ｍ毎）において、洪水直後の令和元
年１０～１２月に現地で標高値を計測しました。

◼ その結果、平和橋下流側左岸（距離標８４．０ｋ）と同上流側左岸（距離標８４．５ｋ）で下記の標
高値を観測しました。

痕跡調査時の写真 ８４．０ｋ

痕跡調査時の写真 ８４．５ｋ

令和元年10月14日撮影（左岸）

令和元年10月14日撮影（左岸）

平和橋下流の開口部の痕跡水位は、
上下流の距離標の痕跡標高より、
365.0~365.1ｍと推測
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①令和元年10月洪水による浸水要因の分析 平和橋下流開口部より上流側 垂直写真、標高図

航空機による空中写真測量結果より（標高誤差を含む）

図 ９ 対象地域の現況地盤高コンター図

図 ８ 対象地域の概要図
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①令和元年10月洪水による浸水要因の分析 平和橋下流の開口部より上流側の浸水状況

令和元年１０月の洪水痕跡
標高 約３６５．１ｍ

R5.7.7地元説明会の配布資料に、一部赤字加筆
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①令和元年10月洪水による浸水要因の分析 平和橋下流の開口部より上流側の浸水状況

図 １０. 浸水範囲及び浸水深コンター図
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図１１． 図１０の代団地周辺拡大図 図１２．団地内道路浸水深

◼ 平和橋下流の開口部より上流で令和元年10月洪水時の痕跡である標高値約３６５.１ｍをもとに、
浸水深を推定した結果、下記のとおりとなりました。



② 令和元年東日本台風の洪水による八幡代団地浸水への対応の方向性
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◼ 令和元年10月の八幡代団地の浸水要因は、外水（千曲川の洪水）によるものが大きいと推測されます。
◼ これを踏まえ、外水（千曲川の洪水）による浸水被害の防止に向けた対策の検討が必要です。

②
令和元年東日本台風の洪水による
八幡代団地浸水への対応の方向性

②－１ 「住宅地周り壁立て」案の再検証

②－２ 外水（千曲川の洪水）による浸水被害防止に向けた対策案の検討
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②－１ 「住宅地周り壁立て」案の再検証

R5.7.7地元説明会の配布資料より

→  
「住宅地周り壁立て」案では、
令和元年洪水の外水による
浸水被害を解消できない

◼ これまで、八幡代団地の皆様方に「住宅地周り壁立て」案をお示ししてまいりましたが、この案の
場合、千曲川とつながる開口部が残るため、八幡代団地の周辺地区における外水による浸水被害を
解消することができません。

りくこう

陸閘の例
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②－２ 外水（千曲川の洪水）による浸水被害防止に向けた対策案の検討

◼ 八幡代団地並びにその周辺地区に外水（千曲川の洪水）による浸水被害が生じないよう、八幡代
団地直下流付近に、千曲川の洪水が逆流することを防止するための樋門を新設する方向で、国と
市が連携して、詳細な検討を実施します。

平和橋遊水地排水樋門

平和橋遊水地
（緊プロ対応）

千曲川の洪水が逆流することを
防止するための
樋門の新設※上記内容については、令和８年５月時点の情報であり、

今後の詳細な検討や関係機関等協議により変更が生じる場合があります。



八幡代団地周辺の浸水対策について

～近年（令和５年８月等）の集中豪雨時～
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【検討・対策実施の流れ】

【降雨量に対する現況水路の評価】
〇想定する降雨量に対して、現在の若宮用水の排水処理能力が適正かどうかについて確認。

【水路断面等の検討】
〇上記の確認の結果、処理能力が不足する場合、必要な水路断面の検討、若宮用水下流側
（代団地周辺）への流入量を減らすことが可能かどうかについて検討。

【計画の決定、対策の実施】
〇上記の検討を踏まえた計画を決定し、対策を実施。

【その他の対策（横断管の改修）】
〇県道を横断している函渠を
大きくし、越水を防ぐ。

横断管

近年（令和５年８月等）の集中豪雨への対応 ～若宮用水への対応の方向性～

◼ 近年（令和５年８月１９日等）の集中豪雨への対応として、千曲市では、流れが集中する若宮用水へ
の対応として下記の検討、対策を実施してまいります。



凡例

若宮用水

雄沢川

代団地

横断管改修箇所

18

近年（令和５年８月等）の

集中豪雨への対応

～若宮用水への対応の方向性～



（ご参考）「外水氾濫」、「内水氾濫」とは？
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一般に「外水氾濫」とは、大雨によって河川の水位が高くなった時、堤防を越えたり、
堤防が決壊したり、あるいは堤防のないところから河川の水があふれ、河川の外（住
宅側）に流れ出し、氾濫・浸水が発生する現象をいいます。

原因 ：河川の水位上昇、堤防の越水・決壊、高潮、津波など
水の来る方向 ：河川や海など地域の外から
特徴 ：広範囲で深い浸水になりやすい

「外水氾濫」とは？

「内水氾濫」とは？

一般に「内水氾濫」とは、雨水排水路等の排水施設の能力を超える雨が降った時や、雨
水の排水先の河川の水位が高くなった時等に、雨水が排水できなくなり、氾濫・浸水が
発生する現象をいいます。

原因 ：短時間の大雨で水路が処理しきれないことなど
水の来る方向 ：雨がその場に降り、地域の中でたまる
特徴 ：都市部等で起こりやすく、低い場所に集中

例：水路や桝から水が溢れだす、地下や道路が冠水するなど
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